
【卓球】
ポーランドオープン

ITTF（国際卓球連盟）主催のワールドツアーポーランドオープ

ンがワルシャワで行われ、女子シングルスで平野さん（大原学園

高）が決勝でユー・モンユ（シンガポール）を４－０のスコアで破り

初優勝を飾りました。今回の優勝で5月1日付けのワールドランキ

ングではランキングが19位から11位に上がりました。

また、浜本さん（大原学園高）も女子アンダー２１のシングルスと

ダブルスの両種目で３位となりました。
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４月２日、３日に２０１６年ジュニアクイーンズカップ選手権大会

が駒沢オリンピック公園総合運動場（東京）で開催されました。こ

の大会は世界選手権をはじめとする国際大会の選考を兼ねた

大会であり、アカデミー生にとっても非常に重要な大会です。

須崎さん（安部学院高）は、昨年の大会には46㎏級に出場し優

勝していますが、今年はクラス一つ上げ49㎏級に出場しました。

２回戦から出場し、決勝戦までのすべてテクニカルフォールという

圧倒的な力で優勝を果たしました。日頃から試合展開を意識し

た練習をしており、体力・技術・精神力ともに練習通りの試合展

開ができました。また、今大会のカデット優秀選手賞を受賞した。

南條さん（安部学院高）も同様で昨年は52㎏級で優勝していま

すが、今年は体の成長に合わせて56㎏級の出場となりました。途

中接戦もありましたが、決勝戦までは勝ち進みました。決勝は０－

１という僅差で惜しくも破れ、２位という結果でした。ベストコンディ

ションではない中、強い精神力で決勝まで進出したことは大きな

成長であり、今回の経験を次の試合に活かして欲しいと思います。

９期生の鏡さん（稲付中）は中学生ながら、1回戦2回戦では積極

的に攻め抜き、高校生を破り準決勝に進出し、準決勝では今大

会の優勝者と対戦し、力及ばず判定負けをしたが、アカデミーに

入校し、まだ数日という大会であり今後が期待されます。

３月２７日から２９日まで新潟市立体育館で風間杯第５９回全国

高等学校選抜レスリング大会が開催されました。この大会は全

国の地方予選を勝ち抜いた８３７名（団体戦４６０名含む）が出場

するインターハイと並ぶ大きな大会です。

大会には阿部君・乙黒君・梅林君（帝京高）の３名参加し、全

員優勝の快挙を遂げることがでえきました。

５０㎏に出場した阿部君は、決勝戦まで失点なしでフォール及

びテクニカルフォールと抜群の力を発揮し勝ち進みました。決

勝では、ラスト７秒で４ポイントを獲得し、逆転優勝の２連覇を達

成しました。

６０kg級乙黒君は決勝戦までの全試合を終始リードで終え安定

した試合内容で優勝し阿部と同様に２連覇を達成しました。

６６kg級に出場した梅林君は、全試合失点無しでフォール及び

テクニカルフォールで圧勝し完全優勝を果たしました。

阿部君、乙黒君、梅林君は今年度がアカデミー生として大会に

出場するのは最後の年となります。３人がお互いに切磋琢磨し、

最高の年にして欲しいと思います。

【レスリング】
全国高等学校選抜レスリング大会

【レスリング】
クイーンズカップ選手権大会

平成２７年度全国ＪＯＣジュニアオリンピックカップ春季水泳競

技大会が３月２６日、２７日にダイエープロビスフェニックスプール

（新潟県長岡市）で開催されました。この大会は、夏に開催され

る大会で決勝（１２位以内）進出した選手のみで戦う全国大会とし

て非常にレベルの高い大会であり、日本国内での競技力を測る

絶好の大会です。

ＪＯＣエリートアカデミーからは、遠藤君と近藤さん（稲付中）が

出場しました。遠藤君は夏季大会で優勝した選手との一騎打ち

となりましたが、見事優勝し、夏季大会の雪辱を晴らすことができ

ました。近藤さんも前日までコンディションがよくありませんでした

が、大会当日は本来のスピードとパワーを取り戻し、高さのある

演技を披露した準優勝を果たしました。

【主な成績】

・遠藤 １ｍ飛板飛込 優勝（371.15点）

※男子優秀選手賞受賞

・近藤 １ｍ飛板飛込 2位（314.95点）

【飛込】
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ

写真：（公財）日本卓球協会



●佐藤 匡記（レスリング：稲付中３年）

エリートアカデミーに入校して１ヶ月が過ぎ、

少しは余裕が出てきた感じがします。最初

はどうしたらよいのか分らないことが多くあり

ましたが、先輩や同期が自分を支えてくれ

たことに感謝しています。

慣れてくるとレスリングにも集中する時間

が増えてきました。今まで育ててくれた親の期待にこたえるため

にも、全国中学生大会で優勝し、将来はオリンピックに出場し、

金メダルを取りたいです。

●張本智和（卓球：稲付中１年）

僕がアカデミーに入校して１番思ったこと

は、この素晴らしい環境の中で毎日努力を

して強くなりたいという事です。初めは緊張

がありましたが今は環境に慣れとてもいい

練習ができ嬉しいです。中学校では初めて

の友達や先生方とも少しずつ慣れ、卓球と

勉強の両立が出来ているのでこれからも続けていきたいです。

今年は全中と全日本ジュニアの２つで優勝したいです！中学

生になって最初の大きな国内の大会なので絶対に優勝したいで

す！

●山田 周汰（水泳/飛込：帝京高1年）

エリートアカデミーに入校した時はわから

ないことがたくさんあり心配でしたが、持ち

前の積極性のある対応とポジティブな考え

方で生活にも早く慣れることができました。

これからも、今までのように積極性のある

行動とポジティブな心でどんな困難も乗り

越えていきたいと思います。

●井浦 一希（ライフル射撃：都立足立新田高１年）

私は声が小さいです。まずは会った人に

は必ず大きな声で挨拶することを心掛けま

す。その為には、口を大きく開いてハキハ

キしゃべる事、お腹から声が出せるように腹

筋もしていきたいです。

そして、私は姿勢も悪いので背筋をきち

んと伸ばして堂々と歩きます。この二つは射撃をしていくうえでも

とても大切なことなので結果にも繋がるよう意識して頑張ります。

公益財団法人 日本オリンピック委員会
JOCエリートアカデミー事業

〒115-0056 東京都北区西が丘3-15-1
味の素ナショナルトレーニングセンター
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●鏡 優翔（レスリング：稲付中３年）

私はエリートアカデミーに入って最初は

どうすればいいのか不安なことがたくさん

ありましたが、入学式から１ヶ月が経ち、先

輩方が優しく声をかけてくださったり、教

えてくださったりするおかげで不安も少し

ずつなくなっていきました。

これからもっと大変なことがあると思いますが、入校式で自分が

言った決意を胸にこれからも頑張ります。

【9期生】
抱負

２０１６年ＪＯＣジュニアオリンピックカップ全日本ジュニアレスリ

ング選手権大会が４月２２日から２４日まで横浜文化体育館（神

奈川）で開催されました。この大会はカデット（１５歳から１７歳）、

ジュニア（１８歳から２０歳）までの二つのカテゴリーに分かれてお

り、カデットには阿部君・榊君（帝京高）、南條さん（安部学院高）、

佐藤君・鏡さん（稲付中）、ジュニアには 乙黒君・梅林君（帝京

高）、須崎さん（安部学院高）が出場しました。

主な成績は次のとおりです。

【カデット】

・阿部 男子フリースタイル ５４kg 優勝

・榊 男子フリースタイル ５８kg 優勝

・南條 女子フリースタイル ５６kg 準優勝

・鏡 女子フリースタイル ６５kg ３位

【ジュニア】

・乙黒 男子フリースタイル ６０kg 優勝

※オリンピックゴールドメダリスト賞受賞

・梅林 男子フリースタイル ６６kg ３位

・須崎 女子フリースタイル ４８kg 優勝

なお、この大会の結果、阿部君と榊君は世界カデットレスリング

選手権大会（ジョージア）、乙黒君が世界ジュニアレスリング選

手権大会（フランス）の日本代表に選ばれました。

また、女子ではジュニアクイーンズカップと本大会の成績から、

須崎さんが世界カデットレスリング選手権大会、南條さんと鏡さ

んがアジアカデットレスリング選手権大会（台湾）の日本代表に

選ばれました。

【レスリング】
ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
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